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『『真の知識と識別力を持って』〜 『大胆に確信』〜  』 

 

2022 年 5 月 15 日日曜日 午前、筆者が 2008 年 順天堂大学病院から『がん哲学

外来』を院外の市中で始めるにあって、Gaius Berg 牧師が、場所を CAJ(クリス

チャンアカデミー・イン・ジャパン) 校内で提供して頂いた。 そして、『東久

留米がん哲学外来・カフェ』がスタートした。 現在は、アメリカ在住の Gaius Berg 

夫妻が、この度来日され、久しぶりにお逢いした。 Wifeは、『東久留米がん哲

学外来カフェ』の皆様の冊子（英語・日本語版）『OKI-chan’s Journey to Memorable 

Words; OKIちゃん 言葉の旅』(添付)を Gaius Berg 夫妻にプレゼントした。 今

回、『あなたがたが わたしを選んだのではありません。 わたしが あなたがた

を選び、あなたがたを 任命したので。 それは、あなたがたが 行って実を結び、

そのあなたがたの実が 残るためであり、――』（ヨハネ 15章 16 節）が鮮明の

想い出された。 本当に、人生の大切な貴重な出会いが与えられた。 

 

2022年5月15日日曜日 午後は、落合川の川辺での家族連れの食事、ジョギング、

散歩の市民、そして落合川に浮かぶカモ、泳ぐ鯉を観ながら散策した。 『真

の知識と あらゆる識別力によって、――、真にすぐれたものを 見分けること

ができるになりますように。』(ピリピ人への手紙1章9、10節）の実践の場で

ある。 まさに、『大胆に確信』（エペソ3章12節）を持って、「湧き水なれ」

(画像)の復習の日曜日となった。 

  



 

OK I-ch a n ’s  J o u r n e y  t o  M e mo r a b le  W o r d s  

OK Iちゃん 言葉の旅 

Spring Water from the Heart 

 心のSpring water (湧き水)  編 
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